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課題

さらなる
発展

栗東ふぁざ～ず倶楽部

社会貢献にとどまらない
バランスよい活動で10年

市
民
活
動 

楽
し
く
、長
く

　

共
通
の
思
い
を
持
ち
、
ま
ち
の
課
題
や
社
会
問
題
に
取
り
組
む
活
動
は
、「
元
気
都
市
栗
東
」
に

つ
な
が
る
大
き
な
力
。
一
方
で
、「
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
で
、継
続
や
発
展
が
難
し
い
」

と
い
う
悩
み
を
多
く
の
団
体
が
抱
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
団
体
か
ら
、
市
民
活
動
を
楽
し
く
、
長
く
続
け
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
関
わ
る
の
は
喫
茶

　
「
退
職
後
の
人
生
を
楽
し
く
生
き

が
い
の
あ
る
も
の
に
し
よ
う
」
と

平
成
19
年
に
結
成
さ
れ
、
10
周
年

を
迎
え
た
栗
東
ふ
ぁ
ざ
～
ず
倶
楽

部
。
金
勝
寺
の
旧
跡
を
周
回
す
る

遊
歩
道
や
「
泣
き
地
蔵
」
へ
の
ル
ー

ト
整
備
な
ど
、
市
の
観
光
振
興
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
の
家
」
で
の
喫
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
活
動
の
一
つ
。
平
成
25
年
11

月
か
ら
週
４
日
、
12
時
か
ら
14
時

の
間
、
２
人
が
交
代
で
喫
茶
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
７
日
、
職
場
体
験
に
来
て
い

た
栗
東
西
中
学
校
２
年
生
の
２
人

も
加
わ
り
、
利
用
者
の
話
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
居
心
地
の
よ
い
空

間
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
雰
囲
気
が
よ
く
、
い
つ
も
み

ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

必
ず
寄
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
利
用

者
の
一
人
、
青
木
ハ
ツ
さ
ん
。

　
「
こ
の
前
、
一
生
懸
命
に
草
刈

り
を
し
て
く
れ
て
い
た
ね
」
と
い

う
利
用
者
の
言
葉
に
笑
顔
を
向
け

な
が
ら
、
当
番
の
一
人
、
深
尾
作

治
さ
ん
は
、「
滋
賀
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
の
園
芸
学
科
を
卒
業
し
、

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
３
年
目
で

す
。
喫
茶
以
外
に
も
庭
の
手
入
れ

を
し
た
り
野
菜
や
花
を
植
え
た
り

と
、
好
き
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
き

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
利
用
者
の『
あ
り
が
と
う
』

の
言
葉
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
語

り
ま
す
。

退
職
後
の
人
生
を
楽
し
く

生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に

や
す
ら
ぎ
の
家
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

喫茶コーナーではいつも笑い声が絶えません
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◦◦市民活動、楽しく、長く◦◦

　金勝にある旧跡、「泣き地蔵」。高
さ約２ｍの石に彫られた３体の如来
像は、谷に下る途中の非常に行きに
くい場所にあるため、草や竹の繁殖
が激しく、今までは知る人ぞ知る隠
れた観光名所でした。
　栗東ふぁざ～ず倶楽部は、「泣き
地蔵」へのルートを整備。平成27
年５月、荒れた周囲の草刈りをした
後、金勝産の間伐材を使った階段を
設置しました。
　その後、栗東市観光物産協会によ
り、案内看板の設置や「こんぜめぐ
りちゃんバス」周遊ルートへの組み
込みなどがされ、「泣き地蔵」が栗
東の新たな観光名所として現代によ
みがえっています。
　毎年、春・秋の観光シーズンのバ
スの運行にあわせてメンバーが除草
や階段の手入れもしており、「泣き
地蔵」は新しい観光名所として愛さ
れています。

泣き地蔵に光をあて
市の新しい観光資源に

「
隠
れ
た
歴
史
遺
産
の
存
在

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
雑
草
を
除
草
し
、

階
段
を
設
置

①５月26日、10周年記
念式典で、やすらぎの
家で上演中の電子紙芝
居を披露。合計90話あ
り、メンバー自らが制
作したものも②やすら
ぎの家で花の苗植え
③職場体験中の中学生
も喫茶のお手伝い。部
屋の絵画もメンバーが
趣味で描いたものです

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
壇
や

庭
の
手
入
れ
、
音
楽
演
奏
、
電
子

紙
芝
居
や
撮
影
し
た
動
画
の
上
演

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
い
か

し
、
幅
広
く
活
躍
中
で
す
。

　
「
ふ
ぁ
ざ
～
ず
倶
楽
部
の
皆
さ
ん

は
、
や
す
ら
ぎ
の
家
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
皆
さ
ん
が
い
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
出
会
い
も
広
が
り
ま
す
」

と
語
る
、
職
員
の
一
人
。
施
設
に

と
っ
て
、
ふ
ぁ
ざ
～
ず
倶
楽
部
は

大
切
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

識
を
い
か
し
な
が
ら
、
い
き
い
き

と
活
動
す
る
姿
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
が
重
要
と
さ
れ
る
今
、
先
駆

的
な
取
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

会
長
の
松
井
昭
明
さ
ん
は
、
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
多
様
な
事

業
が
で
き
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

得
意
分
野
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
男
の
料
理
教

室
な
ど
も
定
期
的
に
楽
し
み
、
講

師
も
メ
ン
バ
ー
が
務
め
て
い
ま
す
。

活
動
理
念
は
、『
健
康
』『
楽
し
く
』

『
学
び
』『
社
会
貢
献
』
の
４
つ
。

10
年
間
継
続
で
き
た
の
は
、
社
会

貢
献
だ
け
で
な
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
研
修
、
交
流
会
な
ど
他
の
要

素
も
取
り
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
き
た

か
ら
で
す
。
メ
ン
バ
ー
も
当
初
の

２
倍
と
な
る
42
人
に
な
り
、
趣
味

趣
向
の
あ
う
仲
間
で
同
好
会
活
動

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、設
立
時
、

63
・
７
歳
だ
っ
た
平
均
年
齢
が

72
・
８
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

先
、
ま
す
ま
す
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
が
進
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、
活

動
内
容
の
見
直
し
や
、
他
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
を
行
う
な
ど
、
活
動

の
活
性
化
や
多
様
化
を
図
る
こ
と

で
生
涯
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

退
職
シ
ニ
ア
の
た
め
の
居
場
所

づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
多
様
な
仲

間
が
交
流
し
な
が
ら
10
年
。
生
涯

活
動
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
の
取
組
み
が
続
き
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
が
、
退
職
後
、
特
技
や
知

社
会
貢
献
に
と
ど
ま
ら
な
い

バ
ラ
ン
ス
よ
い
活
動

１

２ ３
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５
月
の
週
末
、
六
地
蔵
に
あ
る
国
指

定
史
跡
、
旧
和
中
散
本
舗
で
来
場
者
を

笑
顔
で
案
内
す
る
皆
さ
ん
が
い
ま
し

た
。
栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ

ド
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

協
会
は
、
平
成
７
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
20
年
以
上
経
ち
、
平
均
年
齢

は
74
・
１
歳
に
。
高
齢
化
が
進
み
、
ま

ち
が
誇
る
観
光
資
源
で
あ
る
金
勝
山
を

案
内
で
き
る
健
脚
な
ガ
イ
ド
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平

成
29
年
度
か
ら
、「
栗
東
市
元
気
創
造
ま

ち
づ
く
り
事
業
」の
採
択
を
受
け
て
活
動
。

新
た
な
観
光
ガ
イ
ド
の
発
掘
・
育
成
の
た

め
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
栗
東
ふ
る
さ
と
観
光

塾
」。
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
観
光

ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
、

昨
年
度
、
年
間
を
通
じ
て
計
９
回
の
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
観
光
ガ

イ
ド
の
案
内
で
、
各
地
域
の
史
跡
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
、
街
道
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、金
勝
山
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
企
画
。

延
べ
１
２
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

観
光
塾
の
終
了
後
、
メ
ン
バ
ー
は
15

　
「
住
ん
で
い
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
ま
ち
の
こ

と
を
自
分
自
身
も
勉
強
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」「
歴
史
に
興
味
が
あ
っ
て
参
加

し
た
観
光
塾
が
楽
し
く
、
先
輩
ガ
イ
ド

か
ら
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
、
新
し
い
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
。

　

観
光
ガ
イ
ド
協
会
の
会
長
・
小
森
鐘
二

さ
ん
は
、「
協
会
の
存
続
の
た
め
、
準
会

員
の
制
度
も
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
今
、

11
月
11
日
に
開
催
予
定
の
『
り
っ
と
う
市

民
秋
ま
つ
り
』
で
郷
土
の
祭
り
を
発
信
す

る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
、

各
地
域
に
あ
る
神
社
の
お
祭
り
を
そ
れ
ぞ

れ
が
取
材
し
、
そ
れ
を
も
と
に
市
内
中
学

校
・
高
校
の
美
術
部
が
絵
を
描
い
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
栗
東
を
愛
す
る

人
を
増
や
す
た
め
に
今
後
も
力
を
合
わ

せ
て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

他
の
市
民
活
動
団
体
と
取
り
組
む
企
画

も
考
案
中
で
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入

で
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

人
か
ら
23
人
に
増
加
。
平
均
年
齢
は

68
・
４
歳
と
な
り
、
新
し
く
観
光
ガ
イ

ド
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が
活
躍
中
で
す
。

栗東市
ボランティア
観光ガイド協会

観
光
塾
の
開
催
で
メ
ン
バ
ー
増
と
活
性
化

①まちの歴史や伝統を語り、継承する観光ガイドの発掘・育成を目指す観光塾②５月の「旧和中散本舗 春の特別公開」には４日間
で約300人が来場し、観光ガイドが大活躍③６月、「栗東ロテリアトレッキング」で、外国籍の皆さんと交流しながら金勝山を案内

高
齢
化
が
進
む
中

観
光
塾
か
ら
８
人
の
新
メ
ン
バ
ー

広
が
る
活
動

秋
は
郷
土
の
祭
り
を
発
信

３２１

課題

メンバーの
高齢化

「旧和中散本舗 春の特別公開」で来場者をおもてなし
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元気創造まちづくり事業 協働事業提案制度
助成金額 20 万円まで 100 万円まで
助成率 総事業費の４分の３以内

募集期間 平成 30 年７月９日㈪～８月 17 日㈮ 
※募集要項は、市ホームページに掲載します

助成対象
期間

平成 31 年 4 月 1 日～平成 32 年３月 31 日
※１事業につき最長３年まで継続助成を受

けることができます（毎年審査あり）。

審査
方法

書類審査、公開プ
レゼンテーション
により決定

書類審査、協働担当課への
ヒアリング、公開プレゼン
テーションにより決定

問
自
治
振
興
課 

協
働
ま
ち
づ
く
り
係 

  

☎
551-

０
２
９
０　
　

551-

０
４
３
２

FAX

１

　学童保育・幼児園・地域の子ども
会・老人クラブ・サロン・老人福祉
施設などを訪問し、一緒に絵手紙を
作成したり、展示会を行います。
　また、研修会や体験教室などを開
催し、絵手紙の魅力を広めるととも
に、交流や絆を深め、地域に根ざし
た活動を行います。

４ページをご覧ください。

　下戸山地域は、金勝山のふもとに
広がる約800世帯の集落です。山が
はぐくむ美しい水で作られた米や野
菜は格別の味ですが、近くには直売
所がありません。
　「みんなに地元の農産物を食べて
もらえる場所をつくりたい」。願いを
叶えるため、マルシェを開催します。

　地域のイベント出演・地元施設の
依頼演奏などで、日頃から気軽に音
楽と触れることができる機会を提供
し音楽を愛する人びとの交流の場を
つくります。
　また、市民出演・参加型の音楽会
を自主企画して開催し、幅広い人た
ちに音楽の楽しさを伝えられるよう
取り組みます。

絵手紙で元気に！（３年目）
実施団体：くりちゃん絵手紙

はなもも市（３年目）
実施団体：はなもも市実行委員会

音楽で地域を元気に！（３年目）
実施団体：安養寺山音楽会

栗東市ボランティアガイド育成（２年目）
実施団体：栗東市ボランティア観光ガイド協会

平成30年度

元気創造まちづくり
事業採択団体

市民活動団体を支援します
　

市
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
、
市
内

を
拠
点
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市

民
活
動
団
体
（
自
発
的
で
公
益
的
な
活

動
を
行
う
団
体
）
を
「
元
気
都
市
栗
東
」

を
と
も
に
築
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位

置
づ
け
、
助
成
金
の
交
付
や
広
報
、
サ

ポ
ー
ト
講
座
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成

は
、
市
民
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
自
立
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
な
ど
、
団

体
の
自
立
化
と
活
発
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
実
施
の
事
業
は
、
昨
年
７
月

か
ら
８
月
に
募
集
し
ま
し
た
。
書
類
審

査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
、
４
団
体
の
活
動
が
採
択
さ
れ
、
取

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

協
働
事
業
提
案
制
度
は
、
地
域
が
抱
え

る
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
活
動
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
と
市
が
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
お
互
い
の
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
で
す
。

　

協
働
事
業
提
案
制
度
に
は
、
提
案
団

体
が
自
由
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
提
案

す
る
「
自
由
テ
ー
マ
型
」
と
、
提
案
団

体
が
市
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き

提
案
す
る
事
業
「
テ
ー
マ
設
定
型
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
「
元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

　

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
募
集
説
明
会

　

募
集
に
あ
た
り
、
制
度
の
仕
組
み
や

申
請
書
の
書
き
方
、
申
請
の
流
れ
や
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方
な

ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
活

動
を
始
め
た
い
、
ま
た
、
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◦
７
月
11
日
㈬　

19
時
～
20
時
30
分

　

市
役
所
２
階　

第
４
・５
会
議
室

◦
７
月
14
日
㈯　

10
時
～
13
時

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
東

　

 

大
会
議
室

　

説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
場
合
で
も

申
請
に
関
す
る
相
談
は
、
気
軽
に
自
治

振
興
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

～
元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
～

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
を
元
気
に

～
協
働
事
業
提
案
制
度
～

平
成
31
年
度 

実
施
団
体
募
集
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